
スモークの演出の進化について、発明当初からの進化ををたどってみましょう。
当社は特殊効果を手掛けて50年。時代の流れと共に機材や使い方も進化しています。
次ページ（裏面）の表はロースモーク（雲海）演出の進化を示すものです。

A

前月号でスモークを使った演出の種類と機材について知りました。
スモーク演出は今後、どのような進化を遂げていくのでしょうか？

Q

代表取締役　小峰 聖

アンケートはこちらから→
ご回答：5月10日（月）まで受け付けます
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時代 使用機材 特徴

① 1970年代～ ドライアイスと熱湯容器
・準備に手間と労力を要する
・技術者によるスモーク操演
・湯気で床が濡れる

② 2005年頃～
L.S.G.
CRYO-FOG
アイスフォグ

・スモークマシン
・主にCO2による冷却方式
・床が濡れない

③ 2020年代～ CreeperAQ
・ミストを使った次世代型
・水と電源だけでOK
・この5年で普及が予想される
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